
　　　新年を迎えて
　　　　　　　　　　　　みなさん、あけましておめでとうございます。

ミレニアムと騒いでからもう1 6 年。時間の過ぎ行く速さに驚かされます。また、過日 Z A G のW E B サイトを整理していた際に
J A 3 A A 島さんの受勲をお祝いする行事のビデオを改めて見たのですが、当の島さん、行事を企画されたJ A 3 U B 三好さ
ん、司会をされていたJ H 3 G A H 後藤さんを拝見して、やはり時間の移り変わりの速さを感じていました。
もう長い間 Z A G に新しい若いメンバーの参加がありませんから、メンバーの平均年齢が毎年一歳づつ高くなっていること
になります。Z A G 設立当時には若いメンバーの代表のようだった私も今年で6 7 歳になります。歳と共に体力や気力は衰
えていくものかも知れませんが、ハムはアンテナ工事を除けばそれほど体力を必要とせず楽しめる趣味に思えます。2 0 1
5 年にも南米を除く全大陸、東は納沙布岬から南は波照間までとても多くの旅をしました。多少体力が衰えても楽しめる
アマチュア無線の比重を少し減らしても、健康な間に旅を楽しもうと多くの旅をしています。外出が面倒になったり、これ
までより体力が衰えたと感じたら、これまで以上にハムにもっと軸足を移す良い機会かもしれません。Z A G はクラブとして
の団体活動より、個人がハムとしての活動を重視してきた伝統があります。言い換えれば、みんなが自分のペースでアマ
チュア無線を楽しめるわけですから。
今年は2 年に一回のA P D X C  2 0 1 6 の年に当たり1 1 月 1 1 日～ 1 3 日に開催を予定します。以前ブラジルから家族で参加し
てくれたP Y 2 D M 吉沢さんが2 0 人以上のハムをブラジルから今年のA P D X C に連れてこようと張り切って準備をしてくれて
います。また、これまで5 回のA P D X C すべてに参加してくれたW 0 G J 夫妻がコンテストで世界的に有名なW 0 A I H 夫妻を
連れてくるとの話も伝わってきました。A P D X C をこれまで以上に楽しい行事にしたいと願っていますので、メンバーの
方々のご協力をお願いします。

2 0 1 6 年が皆様にとっても、クラブにとっても明るい年でありますように。

7 3 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪国際交流センター・ラジオクラブ　会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J A 3 U S A   島本　正敬

2 0 1 6 年1 月1 1 日から1 月2 3 日までサウスクック島にD X
パケーションに6 人で出かけます。
( 現地時間　1 / 1 2 から1 / 2 1 まで)
6 人同一コールでE 5 1 J です。1 6 0 m から6 m までのC W ,
S S B , R T T Y , P S K . J T 6 5 で出ます。
個人コールはE 5 1 I V U です。
V P 8 S T I とK 5 P と同時期でさてどうなりますか。
P 5 / 3 Z 3 D X とは重なりそうではないようです。　
よろしくお願いします。
　　　　　d e  J A 3 I V U   北井十生

T F , O X の博物館にて
p h o t o  b y

 J H 3 A E F  東條「純一

船舶局通信室



d e  J E 3 B E Q  宮本誠一

謹賀新年
O n  A i r が新年のJ A R L  Q S O  P a r t y のみという年が
続いていましたが、最近 i - H o u s e でオペレートさ
せていただくようになりました。
自宅と勤務先のちょうど中間にi - H o u s e があり、メ
ンバーの中でも一番近くにおりますので、2 0 1 6
年はZ A G 局のアクティビティをあげるべくがんば
りたいと思います。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　J R 3 L O O 　　西尾幸浩

d e  J A 3 A O P  杉山　曉

d e  J R 3 L O O  西尾 幸浩

Y A E S U
T W O - W A Y  R A D I O S

T F , O X の博物館にて
p h o t o  b y

 J H 3 A E F  東條「純一
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J E 3 B E Q  宮本誠一

（前書き）
2 0 1 5 年のS E A N E T コンベンションは、インドのケララ州アラプッツァで3 日間開催された。フォーマルなレポートはJ A 3
A E R （荒川さん）がC Q 誌1 2 月号に投稿されているのでそれを御覧頂き、私は感じたことをレポートしたい。
インドでの開催は1 9 9 6 年のマドラス、2 0 0 5 年のバンガロールに続き3 回目になる。
バンガロールには当クラブから、J A 3 A A （島さん）、J A 3 U B （三好さん）、J A 3 A E R （荒川さん）と私そして会友のJ A 4 H C
K （馬場さん）の５人が参加したが、今回は荒川さんと二人であった。

写真1 ：懐かしいバンガロールのスナップ
（馬場さんは私の後ろで見えません）

写真2 ：バンガロールの主催者
（左からV U 2 G M N 、V U 2 K K Z ）

（V I S A の取得、コンテスト）
インド渡航の最初の関門はV I S A 取得であった。主催
者から現在は「オンラインビザ取得」で発行手続から
入手まででき簡単と聞いていたが、実際はウエブサ
イトの説明が一部“工事中”と不十分で戸惑う表現が
多く神経を使った。オンラインビザ発行には 2 種類
あって、ウエブサイトのフォーマットに記入してプリント
出力した書類と写真を日本のビザ申請センターに提
出し事前にチェックを受けて取得する方法と、ウエブ
サイトのフォーマットに記入して写真と一緒にオンライ
ンでインドに直接送ってしまう方法がある。
しかしウエブサイトの日本語の説明を読んでもこのこ
とが良く分からず、むしろ英語の説明で理解できた。
自分で申請すると3 千円弱、業者に頼むと1 万円超な
ので自分で取ることにして申請開始日（出発日の3 0
日前）を待っていたら、荒川さんからビザもう取ったよ
との連絡を頂いた。
なぜ申請開始日前に荒川さんがビザをとれたのか、
自分は何か勘違いをしているのか不安になったが、
直接インドにオンラインで申請する場合の制限であっ
てビザ申請センターに持ち込む場合はその制限がな
いことをやっと知った。
インターネットの検索でも「世界一面倒なインドビザ」
と書かれていることから、大勢の人が悩んでいること
が分かる。
理由は分からないがキリバスの常連 T 3 2 A Z （K e n n e t h  
T a y l e r さん）がビザを拒絶されて渡インできず会えな
かったことに皆が落胆した。 
彼は今年のS E A N E T コンテストで域外ハイパワー部
門のチャンピオン、杉山さん（J A 3 A O P ）は域内のハイ
パワー部門ダントツのチャンピオンで表彰された。

表1 ：コンテスト結果
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（旅は道連れ）
以前はS E A N E T のチャンスに近隣の未訪の国を訪ねるのが楽しみであった
が、寄る年波と一人旅の心細さで意欲が減退し今回は目標をS E A N E T 参加
だけに絞ったので、若手のシーネッター達が一人旅を続ける姿が羨ましかっ
た。
インドのコーチン空港への直行便は無くシンガポール乗り継ぎで合計 1 4 時間
の旅は、アメリカ・ヨーロッパ並みで疲れる。こんなとき隣席の客と会話が弾ん
だら随分気分がほぐれる。行きはイギリス人のイラストレータであった。婦人雑
誌のモデルの顔をA 5 サイズのメモ帳にサインペンを使って1 枚5 分程度で描き
続け、シンガポール到着までに1 冊書き終えていた。よく見ると雑誌の写真を
単にトレースするのではなく自分のイメージに表情を変えていて実物よりも魅
力的に描かれていた。思い出に一枚貰っておけばよかった。
シンガポールのチャンギ空港で乗り継ぎ機を待つ間に、ブルネイ、マレーシ
ア、オーストラリア、東京組が続々とやってきて賑やかに再会を喜び合った。

写真3 ：隣席のイラストレータJ a s o n さん

写真4 ：チャンギで再会1 写真5 ：チャンギで再会2

（便利ツールも不便利）
今回購入して間もないアップルウォッチを携行し勝手
に現地時間に変るものと思っていたが、悩まされる結
果となった。 確かインドは時差 3 時間半遅れの筈なの
に何故か2 時間半の表示。都市名を入力したらもちろ
ん正確な時刻表示にはなるがコンピュータウオッチと
言うからには手修正では意味がない。
 しかし自動で時差を修正する機能はどうも無さそう
だ。そんなものは世の中に未だ無いのだろうか、がっ
かり。
荒川さんも愛用の電波腕時計をシンガポールで修正
するのに苦労されていて、空港の免税店で急遽代わ
りのものを買おうと探しておられた。もっと便利になら
ないものか。

（ロマンチックな深夜の到着）
深夜前に到着したコーチン空港で主催者 V U 2 K K Z
（R a j a r a m さん）他の出迎えを受け、空港近くのホテル
に宿泊して早く休みたい組と会場兼宿泊場所になる
目的のレイクパレスホテルまで行ってしまいたい組に
分かれた。
これは彼の配慮で、日本のグループはバスに乗り約2
時間の深夜ドライブのあと真っ暗な湖をクルージング
してホテルの桟橋に到着し、それぞれのねぐらに消
えて長い一日を終えた。

写真6 ：深夜の到着ブルネイの人たち1

写真7 ：深夜の到着ブルネイの人たち2 　V 8 5 D X とX Y L
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（開催日程の変遷）
2 0 0 6 年のS E A N E T 大阪の参加費は、それまでの3 0 0 米国ドル台を超えて5 0 0 ドルの大台に達した。そのときは止むを
得ないと概ね肯定されたが、S E A N E T の精神部分であるテクニカル（技術会議）及びプレナリー（次期開催地等を決
める全体会議）セッションと余興のガラディナー（パーティー）のプログラムを入れ替えて選択可能とし、通常3 泊4 日の
開催を2 泊 3 日の選択も可能にする費用縮小案も実施されてきた。今回は2 日目にテクニカルセッションをもってきて、
3 日目の晩にガラディナー、最終日の午前中にプレナリーセッションの組み合わせであった。実態は2 0 0 9 年のソウル
以降費用5 0 0 ＄±の状態が続いており、再び３泊４日のパターンに戻っている。

（開催者の横顔）
今回のS E A N E T はV U 2 K K Z が開催者のリーダーを務めたが、実は1 0 年前のバンガロールも実質全体を取りまとめた
人で、S E A N E T にひとかたならず傾注をされていることは分かっていた。2 0 1 3 年の横浜で開催を再び名乗り出たが、
「やりたい」と手を挙げて取り組む姿が我々の大阪開催のときと似ていて親しみを感じてきた。毎晩のように一日のス
ケジュールが終わった後彼らと一杯飲みながら話し合ったが、組織も規約も会費の徴収も無いこのような国際的なコ
ンベンションが半世紀近く続いてきたのは、アクティブな「個人」がやりたいと手をあげて引っ張ってきたことにその原
点があり、今後もこのシーネット精神が続く限り、このレユニオンは未だまだ続くであろうと皆の考えが一致した。

（今後のS E A N E T コンベンション）
来年のS E A N E T  2 0 1 6 はタイのパタヤで開催される
が、再来年 2 0 1 7 年の候補地は未だ無く今回のプレー
ナリーセッションでカンボジアでの開催の可能性を探
ろうということになり、さっそくフィジビリティースタ
ディーの各国メンバーが立ち上げられた。結果はどう
であれ自発的なこのような試みは素晴らしいと思う。
カンボジア開催が不可能な場合は、9 M 2 K N がマ
レーシアのジョホール・バルーでの2 回目の開催の意
向を示している。2 0 1 8 年は正式ではないが極東アジ
アの国が2 回目の開催の意向をこれ又表明してくれ
ている。

写真8 ：開催を支えた人達 写真9 ：深夜のミーティング、
左から9 M 2 K N 、H S 1 X I M 、V U 2 K K Z 、J E 3 B E Q

資料1 ：開催地（国）の変遷

資料2 ：各国の開催回数
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島本 正敬　J A 3 U S A

今年6 回目のM e d f o r d ,  O r e g o n でこれを書き始めました。
「アメリカ西海岸」と聞くと、青空と暖かい気候というイメー
ジをお持ちかもしれません。でも、カリフォルニア南部を除
く西海岸の冬はそのイメージからほど遠いものです。特に
シアトルのあるワシントン州からポートランドのあるオレゴン
北部では冬には晴れ間が少なく、屋根に苔がついてしま
うくらい雨がしとしとと降り続きます。また、カリフォルニアで
も北部のシャスタ山周辺やネバダ州との境にあるシェラネ
バダ山脈では冬には雪で覆われスキー場も点在するので
す。米西海岸にとってこの雪解け水が最大の水源なので
すが、この数年は雪が少なかったせいでカリフォルニア州
では渇水状態が続いていました。このオレゴンの家の南に
ある標高 2 6 0 0 ｍ余りのM t .  A s h l a n d にはスキー場がありま
す。普通なら冬の夜になると夜間照明が見えるのですが、
雪不足のためこの数年スキー場としてオープンすることが
できませんでした。それが一転してこの冬は雪や雨に恵ま
れているので、底を突いていた湖や貯水湖は水位を回復
し始めました。さて、そんなオレゴンからアメリカのクリスマ
スのお話をしましょう。

アメリカでは 1 1 月第 4 木曜日の感謝祭まではクリスマスの
気配を普通感じることはありません。ですから、日本のほう
がクリスマスの気配を感じるのが早いようです。その理由
は、感謝祭がアメリカでは重要な行事だからなのです。
ですから、感謝祭が終わると一変してクリスマスムードにな
り、それぞれの家庭ではクリスマスツリーの準備が始まりま
す。こちらでは本物のモミの木を使用してクリスマスツリー
を用意するのが一般的で、全米で毎年消費されるモミの
木は2 0 0 0 万本を超えると言われています。ここオレゴン州
が最大の供給地で毎年 1 0 0 0 万本弱が出荷されるのです。
これらの木は植林して生産されていますから自然破壊に
はならないのですが、クリスマス後の廃棄処分に頭を悩ま
せるところもあるようです。こちらの家のドアに、ボーイスカ
ウトが1 月の1 0 日頃にモミの木を回収するので、寄付をお
願いしたいというカードが入っていました。

日本でもクリスマスライトを飾る家庭が数年前あちこちで見
かけ、我家周辺でも結構手の込んだ飾りつけの家も見か
けましたが一過性だったのか、最近はかなり減少したよう
に思います。日本のお正月のように、いやそれ以上に、ア
メリカ人にとってクリスマスは一大イベントですから、クリス
マスライトの飾りつけに一層力が入ります。派手さに差こそ
あれ半数以上の家がライトで飾られ、普段とはまったく異
なる景色が広がります。ある通りでは、面する家庭が競うよ
うに華やかな飾りつけが施され、夜ともなれば見学の車で
通りがいっぱいになるのです。屋根から前庭まで取り付け
られた明かりがコンピュータ制御で音楽に合わせて点滅し
たり、明かりが移動したり、色が変わったり、これが個人の
家かと思うくらいです。その庭先に「1 0 1 . 5 」

というような看板が立っているのですが、それは音楽が車
内で聴けるようにと、その家から送信されているF M ラジオ
の周波数なのです。その家だけでも十分な明かりのショー
となっているのですが、そんなのが住宅地内の通り全体に
あるのですから、見物の車が数珠繋ぎになるのも当然なこ
とでしょう。M e d f o r d のクリスマスライトの一部を紹介するビ
デオをY o u T u b e で見つけましたのでご紹介します。ご覧に
なるすべて一般家庭の映像です。ビデオ後半で一層にぎ
やかになります。
h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v = I C A L t F I W b V M

また、オレゴンのものではありませんが、音楽とシンクロす
るクリスマスライトの映像を見つけましたのでご紹介しま
す。お楽しみください。
h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v = J A p m 4 3 O S p 1 g

クリスマスには家族が集まりますから食事の準備もあります
し、プレゼントの交換も行われます。そのため、日本の師
走恒例の買い物ラッシュ同様な状況がクリスマス前に起こ
ります。「ここにこんなに自動車があったのか? ! 」と思うくら
い街のあちこちで車があふれ出します。それが、クリスマス
イブの2 4 日の夕方を過ぎると、一転して静かな街に変わる
のです。おしりに火がつくまで準備ができないというのは、
国を越えても共通のようです。

今日はクリスマス。滞在中のM e d f o r d の街のあちこちを先
ほど車で回って見ましたが、昔の日本のお正月のようで、
一部の飲食店を除いてすべてが休業していました。昔は
感謝祭の日もクリスマス同様に静かな街になったのです
が、これは今の日本のお正月のようにほとんどのお店が営
業をするようになっています。散らばって住んでいる家族
がクリスマスを一緒に過ごすため集まっているのか、いつ
もはなにもない各家のドライブウェイに複数台の車が駐車
されている家を多く見かけました。

M o u n t  A s h l a n d  s k i  a r e a  i n  w i n t e r 　
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